
中医協「第48回薬価専門部会」 

日薬連の薬価制度改革案を今後の議論のベースにすることで合意 

 

中医協の薬価専門部会は9月24日、前回に引き続き、日薬連が提案する薬価制度改革案

について議論した。日薬連の改革案は、①革新性をより適切に評価できる仕組み、②特許

期間中の新薬価格維持、③特許期間終了後の先発品の一定幅引き下げ――などで、改革案

について説明した専門委員（長野明・第一三共株式会社常務執行役員信頼性保証本部長、

禰宜寛治・武田薬品工業株式会社コーポレートオフィサー業務統括部長、渡辺自修・株式

会社メディセオ・パルタックホールディングス取締役相談役）は、これらの改革により、

治療難度の高い疾患に対する革新的新薬の創出が加速し、欧米諸国と同様にいち早く革新

的新薬による治療が可能になる――などのメリットがあるとしている。 

 

特許期間中の新薬価格維持について、「非常に革新的な新薬については、市場であまり価

格が下がらない努力をすることが筋ではないか」とする対馬忠明委員（健康保険組合連合

会専務理事）に対し、専門委員は「画期的新薬が出た後、2番手、3番手が出るまでに3～

5年しかかからない。薬剤費に影響を及ぼすような画期的新薬は、非常に短い期間で市場

競争が始まる」と改革案への理解を求めた。 

今後は、同改革案をベースに、個々の論点について議論を進める。 
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